
たったこれだけ！ 
ARCserve HA環境の構築 



１、コンポーネント 
のインストール 

レプリケーション運用開始までの流れ 

２、シナリオの設定 ３、同期処理 
レプリケーション 

開始！！ 

コンポーネントのインストール 
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マスタ（複製元） サーバ 
 
・CA ARCserve RHA エンジン 

レプリカ（複製先） サーバ 
 
・CA ARCserve RHA エンジン 
 
・CA ARCserve RHA コントロール サービス 

管理用PC 
 
・CA ARCserve RHA マネージャ 
 
・CA ARCserve RHA PowerShell 

レプリケーション 

CA ARCserve Replication/HA 構成例 



コンポーネントのインストール 
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CA ARCserve RHA エンジン CA ARCserve RHA コントロールサービス 

• レプリケーションやス
イッチオーバーなどを実
行するコンポーネント 
 
• マスタサーバとレプリ
カサーバそれぞれにイ
ンストール 

• エンジンやマネージャと通信
し、レプリケーションの管理情報
を集約するコンポーネント 
 
• マスタサーバ・レプリカサーバ
と通信が可能なサーバーにイン
ストール 

CA ARCserve RHA マネージャ 

• シナリオの操作をする
ための管理コンソール 
 
• ActiveXコントロール
としてコントロールサー
ビスサーバからダウンロ
ードして使用 

CA ARCserve RHA PowerShell 

• コマンドラインでレプ
リケーションの管理をす
るためのコンポーネント 
 
• コントロールサービス
と通信が可能なコンピ
ュータにインストール 



ハンズオン環境 
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マスタ（複製元） サーバ 
コンピュータ名：MASTER 
 
・CA ARCserve RHA エンジン 

レプリカ（複製先） サーバ 
コンピュータ名：REPLICA 
 
・CA ARCserve RHA エンジン 

レプリケーション 

管理サーバ(ドメイン コントローラ) 
コンピュータ名：CONTROL 
 
・CA ARCserve RHA コントロールサービス 

※ 今回は便宜上コントロールサービスをマスタ/レプリカと分けてインストールしています。 
    コントロールサービス専用のサーバは必ずしも必要というわけではありません。 

ドメイン名： CA 



参考： DNSリダイレクト利用時のポイント 
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マスタ・レプリカにエンジンをインストール際、DNSサーバの 
Aレコードの変更権限を持ったユーザを指定する 
 

※ 運用の利便性を考慮し、ドメイン管理者権限を持ったユーザの指定を推奨 

その他必要な権限については「CA ARCserve Replication/High Availability r16 イン
ストールガイド」を参照ください。 



参考：インストール後のサービス ログオンの変更 
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インストール後にアカウントを変更する場合には、サービ
スの一覧からサービスを選択し、ログオンアカウントを変
更する 



１、コンポーネント 
のインストール 

レプリケーション運用開始までの流れ 

２、シナリオの設定 ３、同期処理 
レプリケーション 

開始！！ 

シナリオの設定 
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ウィザードベースのシナリオ作成 

• シナリオとは ・・・ レプリケーションの実行のルール／ポリシー 

• ウィザードベースのシナリオ作成画面の提供により、基本的なルールの作成が円滑に行える 

 Microsoft SQL ServerやMicrosoft Exchange Serverなどのシナリオ作成時には、データベ
ースや構成を自動的に認識するため、必要な設定を容易に行うことができる 

※ プロパティの例 

•スプールディレクトリの場所 
•帯域幅の制限 
•自動同期設定 
•圧縮転送のOn/Off 



レプリケーション運用開始までの流れ 

１、コンポーネント 
のインストール 

２、シナリオの設定 ３、同期処理 
レプリケーション 

開始！！ 

同期処理の実行 
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• ファイルレベル同期モード  

• ブロックレベル同期モード 

３種類の同期モード 

データベースやメールサーバなど、比較的大きいサイズで尐量のファイルを同期するときに使う 

ファイルサーバなど、比較的小さいサイズで大量のファイルを同期するときに使う 

※ 「同一サイズ / タイムスタンプのファイルを無視」 とは？ 

同期処理の高速化のためのオプション 
ファイルレベル同期モードでのみ使用 
（ファイルレベル同期の場合） デフォルトでは「オン」 

• オフライン同期モード 

WAN環境で大容量のデータを送る時に使う 



シナリオの設定と同期処理 
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デモ 

以下のシナリオを作成し、レプリケーションを始めます。 

> [サーバタイプ]は「ファイルサーバ」 

> [製品タイプ]は「ハイ  アベイラビリティ シナリオ(HA) 」 

> マスタサーバは「master」、レプリカサーバは「replica」 

> 「D:¥第１ソリューション営業部」というフォルダをレプリケーション 

> リダイレクション方式はデフォルトのまま 

（「コンピュータ名の切り替え」と「DNSリダイレクト」を使用） 

> コンピュータ名の切り替え後に再起動を実行するように設定 

> その他の設定はデフォルトのまま 



シナリオの設定と同期処理 
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管理サーバの[スタート]-[すべてのプログ
ラム]-[CA]-[ARCserve RHA] - [概要
ページ] にアクセスします 

ユーザ名：  Administrator 
パスワード：  ARCserve 
ドメイン： ca  



シナリオの設定と同期処理 
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[シナリオ管理]をクリックし、マネージャ画
面を起動します。 



シナリオの設定と同期処理 
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[シナリオ作成]ボタンを 
クリック 



シナリオの設定と同期処理 
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[新規シナリオの作成]を選択
し、[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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製品タイプの選択で 
[ハイ アベイラビリティシナリオ]を
選択し、[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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レプリケーション対象のサーバ名を入
力し[次へ]をクリック 
 
※ Active Directory環境ではホストディスカバリボタンも使用できます。 



シナリオの設定と同期処理 
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レプリケーション対象サーバにエンジ
ンがインストールされている事を確認
し[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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「D:¥第１ソリューション営業部」 
フォルダを選択し、[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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レプリカルートディレクトリを確
認し、[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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シナリオプロパティ
はデフォルトのまま 
「次へ」をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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マスタとレプリカのプロパテ
ィもデフォルトのまま「次へ」
をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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[ネットワークトラフィックリダイレクション]-[コンピュー
タ名の切り替え]-[スイッチオーバーおよびスイッチバ
ック後に再起動]を「オン」にし、[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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[自動スイッチオーバー]と 
[手動開始]を選択し、 
[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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設定に誤りがないか 
自動検証！ 
[次へ]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 

32 CA ARCserve High Availability r16 ハンズオントレーニング   Copyright ©2012 CA. All rights reserved.  

ここまでの設定を最終チェック
し[終了]をクリック 



シナリオの設定と同期処理 
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同期の方法を確認し、
[OK]をクリック 

検証結果画面で、「実行」ボタンを 
クリック 

緑の三角をクリックして実行！ 



シナリオの設定と同期処理 
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同期終了後、レプリケーションとマス
タサーバの監視が始まります 


